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令和7年度　男女共同参画セミナー‌

高井さんの願い「多様性の裏にある背景に敏感になってほしい」‌

マイノリティが排除されてしまう構造的な背景‌

　政治の世界や会社で出世をするのは､大抵が男性です。女性は､　政治の世界や会社で出世をするのは､大抵が男性です。女性は､　政治の世界や会社で出世をするのは､大抵が男性です。女性は､

圧倒的に少ない。理由のひとつには､責任のある仕事は女性に任圧倒的に少ない。理由のひとつには､責任のある仕事は女性に任圧倒的に少ない。理由のひとつには､責任のある仕事は女性に任

せられないという偏見が根強いことが挙げられます。女性は､子せられないという偏見が根強いことが挙げられます。女性は､子せられないという偏見が根強いことが挙げられます。女性は､子
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　群馬大学准教授の高井ゆと里さんを講師に迎え、男女共同
参画セミナーが開催されました。今も続く社会構造が市民生
活にどのような結果をもたらしてきたのか､セミナーの様子を
お届けします。（6月28日前橋プラザ元気21にて開催）‌
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　私たちの何気ない一言も社会構造に影響を与えます。　私たちの何気ない一言も社会構造に影響を与えます。　私たちの何気ない一言も社会構造に影響を与えます。
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LGBTQ：世の中の「性の当たり前」から追い出されてきた人たち‌

「LGBTQを裏側から考える」
〜 性 の 多 様 性 と 日 本 社 会 〜



《セミナーに参加して》‌物事の背景を知

るところから始まる講演会はとても興味

深いものでした。切り口が斬新で、多く

の学びがありました。(記事：石井)‌

高井ゆと里氏 プロフィール‌ 　群馬大学准教授。倫理学者。共著に『トランス

ジェンダー入門』『トランスジェンダーQ＆A』、編著『トランスジェンダー‌と

性別変更』、訳書にショーン・フェイ『トランスジェンダー問題』がある。

　同性を好きになる子どもやトランスジェンダーの子どもは､メン
タルヘルスに深刻な課題を抱える人がとても多いです。特に10代で
は､安心して暮らせる場所がなくなってしまうことも。学校と家が
生活のほぼ全てなのに､存在の否定やいじめなどで両方が潰れてし
まったら本当に困ってしまいます。
　LGBTQ当事者は､最も少なく見積もっても約30人に1人は居ると
言われています。前橋市の人口に換算すると､33万人のうち､1万数
千人はLGBTQ当事者が居ると考えられます。このリアリティを皆さ
んは感じられているでしょうか？‌
　放っておいたら、排除のループは止まりません｡マイノリティに
目を向けることは大切ですが、それと同時に世の中のスタンダード
を問い返す必要があります。‌

9 月 1 日 は 防 災 の 日9 月 1 日 は 防 災 の 日

　飲料水・食料品・非常用トイレセット・
日用品のほか、こどもや介護用のオムツ・
女性の生理用品・ペット用品など多くの備
蓄品が必要になります。まずは、｢我が家
に本当に必要な物｣を選びましょう。一度
にそろえるのが難しい場合は､家族で相談
して優先順位をつけ､少しずつ準備してい
きましょう。‌
　私の家は川沿いにあり、ハザードマップ
では3〜5mの浸水が想定されています。そ
のため、ライフジャケット（救命胴衣）も‌

子育て支援　合同企業説明会子育て支援　合同企業説明会
　子育て中の方を対象に合同企業説明会を開
催します。仕事と子育ての両立に理解のある
市内企業が約10社参加します｡保育所や､職業
訓練についての相談コーナーも設置。‌
託児もあります。（要予約）‌

10/16日 時： 　　　　　　　(木) 10時～12時

会 場：ジョブセンターまえばし

対 象：再就職を目指す子育て中の方

託 児：参加申込み時にご予約ください

　　　 （０歳から未就学児）

　　　   ハローワークまえばし マザーズコーナー

☎027-256-9321

お申込

問合せ

避難は様々な状況を想定しよう
　避難場所は避難所だけではなく、車中や自
宅になることもあります。ライフラインが止
まってしまうことも考えられます。どんな状
況でも慌てずに行動できるよう、備えておき
ましょう。‌

防災備蓄を始めよう

備蓄品の最適な収納場所
　発災時でも安全に取り出せる場所に収納す
ることが大切です。‌

　避難の妨げにならないよう、廊下や玄関に
置かれている不要品は片付けましょう。‌

（記事：整理収納アドバイザー 山口)‌

非常用持出リュックは玄関近くに‌
水は複数の場所に分けて保管‌
浸水対策として食料は高い場所や２階に‌
トイレ用凝固剤、消臭ごみ袋はトイレに‌

減災のための片付け

人数分備えています。家族から「心配しす
ぎ」と笑われますが、安心こそがなにより大
切です。いざという時に身の安全を第一に考
えられるように、できることから備えを始め
てみませんか。


